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信者からの浄財
ＡＭＤＡに贈る
菅波代表､抱負述べ感謝

　
兵
庫
県
丹
波
市
の
円
心
敦

　
（
深
田
充
啓
敦
志
は
４
月

８
日
午
後
零
時
3
0
分
か
ら
、

本
殿
礼
拝
所
で
「
春
季
大
祭
」

を
執
り
行
っ
た
。

　
「
献
上
の
儀
殖
立
教
百
年

祭
の
成
功
を
祈
念
し
て
行
わ

れ
、
献
花
・
献
饌
・
献
茶
に
よ

り
、
具
眼
を
荘
厳
し
た
。
深
ｍ

教
主
の
主
導
師
に
よ
る
「
お

つ
と
め
」
の
後
、
教
会
長
任

命
式
や
平
成
2
3
年
度
の
教
勢

努
力
に
よ
る
教
会
表
彰
に
移

り
、
各
分
野
で
貢
献
著
し
い

教
会
の
教
会
長
に
、
深
田
教

主
が
表
形
状
を
授
与
し
た
。

　
続
い
て
、
義
援
金
贈
呈
が

行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
の

発
生
直
後
か
ら
教
団
と
し

て
、
支
援
活
動
に
取
り
組
む

と
同
時
に
、
信
者
に
呼
び
か

け
て
集
ま
っ
た
「
被
災
地
復

興
救
援
基
金
」
か
ら
、
深
田

教
主
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
菅
波
茂
代
表
に
贈
呈
し

き列者に向かい感謝状を掲げる深田教主

た
。

　
荒
波
代
表

が
教
回
に
感

謝
状
を
贈

り
、
世
界
各

地
で
の
活
動

や
東
日
本
大

窪
災
の
復
興

支
援
活
動
に

つ
い
て
、
継
Ｉ

縦
支
援
の
重

要
性
や
同
じ

立
物
・
世
代

の
人
同
士
の

交
荒
刀
心
へ
刀
　
一

る
活
動
へ
の
抱
負
と
支
援
に

対
す
る
感
謝
を
述
べ
た
。

　
深
消
散
生
か
「
御
親
政
一

に
立
ち
、
教
典
肘
項
の
百

に
日
い
く
日
の
桜
の
心
は
お

人
間
の
心
J
M
l
y
真
実

を
待
っ
て
行
じ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
説
い
た
。
ま
ぺ
教

祖
ゆ
か
り
の
桓
を
親
玉
と
し

て
い
る
「
桜
珠
谷
う
じ
ゅ
」
」

の
尊
さ
に
触
れ
、
「
教
祖
様

さ
め
な
さ
れ
て
」
で
始
ま
る
の
御
言
、
そ
の
も
の
が
私

深
田
千
代
子
教
祖
の
ご
瀧
文
ち
の
心
の
中
に
貝
わ
っ
て

に
基
づ
き
、
自
分
の
信
聯
　
る
こ
と
を
肝
に
鈷
じ
て
ク

心
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
、
　
く
の
方
々
に
喜
び
と
幸
甘
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回
諮
問
膳
い
て

　
最
後
に
、
「
平
成
2
4
年
一

教
団
基
本
方
針
」
と
「
言

百
年
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
但

判
者
全
員
で
、
奉
唱
し
な
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